
 

 

 

 

 

 

 

  

● 大阪府教育委員会、市町村教育委員会及び学校が、生徒の学力の状況をつかむことで、教育の成果と課

題を明らかにし、今後の教育にいかします。 

 ● 生徒が、自分の学習の到達状況を正しく知ることにより、自分の学力に目標を持ち、また、その向上へ

の意欲を高めます。 

 ● 大阪府教育委員会が、テスト結果を使って、大阪府公立高等学校入学者選抜の調査書に記載する評定が、

公平性の高いものであるかどうかを確認する資料を作成し、市町村教育委員会と学校に提供します。 

 

                     

 

 

  

○ 実施日：令和６年９月３日（火） 

○ 実施校数及び実施生徒数 中学校１８校 ３年生 2,536 人 

 ○ 学力に関する調査 国語・社会・数学・理科（Ａ、Ｂ、Ｃから選択）、英語 

 ○ 生徒に対するアンケート １１問 

 

 

 

 

 

  

本結果は学力の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。そのため、序列化や過度な

競争を目的とした取扱いにつながらないよう十分配慮をお願いします。 

 結果については、本実施の目的を達成するため、自らの教育及び教育施策の改善、各生徒の全般的な学習

状況の改善等につなげることが重要と考えます。 

  

 

 

教科 高槻市 大阪府 差（対府） 

国語 67.9 65.2 ＋2.7 

社会 51.9 50.4 ＋1.5 

数学 51.9 49.1 ＋2.8 

理科Ａ 48.8 48.3 ＋0.5 

理科Ｃ 57.3 52.3 ＋5.0 

英語 58.0 53.6 ＋4.4 

 ※理科 Bについては、選択している学校数が少ないため非公表とします。 

実施の目的 

教科別・平均点比較（対大阪府） 

令和6年度 中学生チャレンジテスト（３年生）の概要及び結果 

 
高槻市教育委員会 令和６年1２月

実施の概要 

調査結果の取扱い 



R６ ３年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．分類・区分別集計結果 

分類 区分 対象設問数 配点 
平均点 

高槻市 大阪府 

全体 31 100 67.9 65.2 

学習指導要領の 

内容 

知識及び 

技能 

言葉の特徴や使い方に関する事項 10 24 18.1 17.5 

情報の扱い方に関する事項  2 10 5.2 5.0 

我が国の言語文化に関する事項  7 24 14.0 13.5 

思考力、 

判断力、 

表現力等 

話すこと・聞くこと  5 17 10.7 10.1 

書くこと  5 20 14.9 14.3 

読むこと 8 30 18.4 17.7 

評価の観点 

知識・技能  19 58 37.4 35.9 

思考・判断・表現  18 67 44.0 42.1 

主体的に学習に取り組む態度  － － － － 

問題形式 

選択式  18 60 41.6 40.1 

短答式  10 25 18.1 17.3 

記述式  3 15 8.2 7.8 

※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある。 

 

２．成果が見られた設問［三４］ 

 （１）問題の概要 

   新聞の下書き中の空欄に入れる言葉として適しているものを選択します。 

 （２）成果    

文章の構成や役割を考えることができています。 

 

３．課題が見られた設問［四５］ 

 （１）問題の概要 

リハーサルで話した内容中の空欄

に入る内容を条件にしたがって書き

ます。 

（２）課題 

   聞き手を意識し、自分の考えが明確

に伝わるように話の構成を整理して

考え、書くことに課題が見られます。 

 （３）授業改善のポイント 
「書くこと」に関する授業において
は、発達段階に応じて、「何のために」
「何を」「どのように」書くのかを明
確にすることが重要です。また、「読
むこと」と「書くこと」を関連付け、
指導することが大切です。 

 
 
 
 
 
 

  平均点 無解答率 

高槻市 67.9 4.2 

大阪府 65.2 5.3 
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条件１ 心理的な効果という言葉を用いて 

書くこと。 

条件２ 【資料】からわかることを、 

数値を用いて具体的に書くこと。 

条件３ 前後の文脈に合わせて、 
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設問 四５ （抜粋） 



R６ ３年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 社会 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

１．分類・区分別集計結果 

分類 区分 対象設問数 配点 
平均点 

高槻市 大阪府 

全体 37  100  51.9  50.4  

学習指導要領の 

領域 

地理的分野 20  55  30.1  29.5  

歴史的分野 17  45  21.8  21.0  

評価の観点 

知識・技能 28  71  38.7  37.7  

思考・判断・表現 9  29  13.2  12.7  

主体的に学習に取り組む態度 － － － － 

問題形式 

選択式 31  81  43.6  42.5  

短答式 4  11  5.4  5.3  

記述式 2  8  2.9  2.6  

※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある。 

 

２．成果が見られた設問［３（3）③］ 

（１）問題の概要 

   ツバルが直面する環境問題について、文章中に入ることばを選びます。 

（２）成果 

   環境問題の背景やその原因について理解しています。 

 

３．課題が見られた設問［２（３）②］ 

（１）問題の概要 

鎌倉幕府が開かれた１２世

紀後半から鎌倉幕府が滅んだ

１４世紀前半までの期間に起

こったできごとを起こった順

に並び変えたものを選びます。 

（２）課題 

   鎌倉幕府が開かれていた期

間に起こったできごとの背景

や流れを理解することに課題

が見られます。 

（３）授業改善のポイント 

 昨年度に引き続き、歴史の大

きな流れを、「各時代の特色を

踏まえて理解すること」に課題

が見られます。各年代と出来事

等の暗記だけでなく、社会の流

れや背景まで理解することが

大切です。 

 

 

 

  平均点 無解答率 

高槻市 51.9 4.5 

大阪府 50.4 5.0 
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設問 ２（３）② （抜粋） 

② 次のＸ～Ｚは、【メモ３】中の下線部○お の鎌倉幕府が開かれた 12
世紀後半から鎌倉幕府が滅んだ 14 世紀前半までの期間に起こった
できごとについて述べた文です。Ｘ～Ｚをできごとが起こった順に
並びかえると、どのような順序になりますか。あとのア～カから正
しいものを１つ選びなさい。 



R６ ３年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 数学 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

１．分類・区分別集計結果 

分類 区分 対象設問数 配点 
平均点 

高槻市 大阪府 

全体 33  100  51.9 49.1 

学習指導要領の 

領域 

数と式 9  28  18.9 17.8 

図形 9  27  13.4 12.6 

関数 9  27  12.2 11.6 

データの活用 6  18  7.4 7.1 

評価の観点 

知識・技能  21  64  36.9 35.2 

思考・判断・表現  12  36  14.9 13.9 

主体的に学習に取り組む態度  － － - - 

問題形式 

選択式  14  42  23.6 22.9 

短答式  15  46  24.3 22.9 

記述式  4  12  3.9 3.3 

※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある。 

 

２．成果が見られた設問［１（１）］ 

（１）問題の概要 

   基本的な四則計算として「１２－２×（－６）」を計算します。 

（２）成果 

   正の数と負の数の計算ができています。 

 

３．課題が見られた設問［３（５）］ 

 （１）問題の概要 

   ２つの三角形の面積の大小関

係について正しい記述を選びま

す。 

（２）課題 

   平行四辺形の性質の理解に課

題が見られます。 

（３）授業改善のポイント 

 面積の比較を具体的な場面で

行うには、測定に頼らずに図形

を論理的に考察することも重要

です。授業場面において、既習事

項を活用し、多様な解法で問題

解決する力を養う場面設定が必

要です。 

 

 

  平均点 無解答率 

高槻市 51.9 13.1 

大阪府 49.1 14.8 
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設問 ３（５） （抜粋） 



R６ ３年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 理科 A 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

１．分類・区分別集計結果 

分類 区分 対象設問数 配点 
平均点 

高槻市 大阪府 

全体 30 100 48.8 48.3 

学習指導要領の 

領域 

「エネルギー」 12 40 15.5 15.1 

「粒子」 6 20 10.0 9.9 

「生命」 6 20 12.3 12.5 

「地球」 6 20 10.9 10.8 

評価の観点 

知識・技能  19 57 32.3 32.1 

思考・判断・表現  11 43 16.5 16.2 

主体的に学習に取り組む態度  - - - - 

問題形式 

選択式  22 72 35.9 35.4 

短答式  7 24 10.6 10.6 

記述式  2 8 4.8 4.9 

※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある。 

 
２．成果が見られた設問［５A（２）］ 

 （１）問題の概要 

沈んでいる物体の浮力の大きさと

重力の大きさの関係を選びます。 

 （２）成果 

   水中に沈んでいる状態における、浮

力と重力の関係について理解できて

います。 

 

３．課題が見られた設問［４（２）①］ 

 （１）問題の概要 

   溶解度曲線をもとに、水溶液にとけ

ている物質を特定するための実験の

条件と結果の見通しの組み合わせを

すべて選びます。 

（２）課題 

   溶解度曲線をもとに、目的を達成す

るための実験の計画と結果の見通し

を立てることに課題が見られます。  

（３）授業改善のポイント 

  既習学年（小学校第５学年）の内容

を踏まえ、水溶液から溶質を取り出

す実験を行い、その結果を溶解度と

関連付けて理解できるように場面設

定するなど工夫が必要です。   

 
平均点 無解答率 

高槻市 48.8 6.0 

大阪府 48.3 6.2 
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 ※各教科の分析で理科Bについては、 

選択している学校数が少ないため非公表とします。 

設問 ４（２）① （抜粋） 



R６ ３年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 理科 C 

 

 

 

 

 

 
  

     

     

     

 

１．分類・区分別集計結果 

分類 区分 対象設問数 配点 
平均点 

高槻市 大阪府 

全体 30 100 57.3 52.3 

学習指導要領の 

領域 

「エネルギー」 6 20 8.1 7.5 

「粒子」 8 27 16.1 14.7 

「生命」 10 33 21.9 19.3 

「地球」 6 20 11.1 10.8 

評価の観点 

知識・技能  19 58 36.9 34.1 

思考・判断・表現  11 42 20.5 18.1 

主体的に学習に取り組む態度  - - - - 

問題形式 

選択式  23 76 41.3 37.5 

短答式  7 24 15.2 13.8 

記述式  2 8 5.3 4.7 

※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある。 

 
２．成果が見られた設問［５C（２）①］ 

 （１）問題の概要 

   分裂している途中の細胞に見られ

るひものような形をした、酢酸オル

セイン液によく染まるものの名前を

選びます。 

 （２）成果 

 染色体について理解できていま

す。 

 

３．課題が見られた設問［４（２）①］ 

 （１）問題の概要 

   溶解度曲線をもとに、水溶液にとけ

ている物質を特定するための実験の

条件と結果の見通しの組み合わせを

すべて選びます。 

（２）課題 

   溶解度曲線をもとに、目的を達成す

るための実験の計画と結果の見通し

を立てることに課題が見られます。  

（３）授業改善のポイント 

  既習学年（小学校第５学年）の内容

を踏まえ、水溶液から溶質を取り出

す実験を行い、その結果を溶解度と

関連付けて理解できるように場面設

定するなど工夫が必要です。 

 
平均点 無解答率 

高槻市 57.3 3.5 

大阪府 52.3 4.4 
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設問４（２）① （抜粋） 



R６ ３年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 英語 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

１．分類・区分別集計結果 

分類 区分 対象設問数 配点 
平均点 

高槻市 大阪府 

全体 35 100 58.0 53.6 

学習指導要領の 

領域 

聞くこと 10 26 19.8 18.5 

読むこと 12 35 20.7 19.1 

話すこと（やり取り） - - - - 

話すこと（発表） - - - - 

書くこと  13 39 17.5 16.1 

評価の観点 

知識・技能  18 49 24.5 22.5 

思考・判断・表現  17 51 33.5 31.2 

主体的に学習に取り組む態度  - - - - 

問題形式 

選択式  26 73 49.0 45.7 

短答式  - - - - 

記述式   9 27  9.0 7.9 

※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある。 

 
２．成果が見られた設問［２（１）］ 

 （１）問題の概要 

会話を聞いて、「マキのお兄さんはどれくら

いの間先生をしていますか」という質問に対す

る適切な答えを選びます。 

 （２）成果 

日常的な話題についてのまとまった会話文

を聞き、話の概要を捉えて、内容の要点を適切

に把握することができています。 
 

３．課題が見られた設問［８（４）］ 

 （１）問題の概要 

   スピーチ原稿とグラフを読み、スピーチ原稿

やグラフの内容と合う英文を選びます。 

（２）課題 

日常的な話題について、英文とグラフとの関

係を正確に読み取り、説明文の概要を捉えるこ

とに課題があります。 

 （３）授業改善のポイント 

   個々の詳細な情報にとらわれることなく全

体を捉えるために、接続詞などに注目して情報

と情報の関係を把握しながら読み進めること

が大切です。また、まとまりのある文章の概要

を捉える活動では、説明文などを読んで捉えた内容を相手に分かりやすく話したり書いたりする言語活

動を行うなど、相手意識や目的意識を持った活動を意識的に取り入れることが必要です。 

  平均点 無解答率 

高槻市 58.0 5.8 

大阪府 53.6 6.9 
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設問８（４） （抜粋） 

(4) 次のア～エのうち、【スピーチ原稿】や【グラフ】の内容と合
うものを１つ選びなさい。 
 

ア Satomi has never used frozen shrimp pilaf because she can’t 
cook it easily. 

 

イ In the graph, in 2017, 33.6% of the respondents chose a choice, 
“Frozen foods are delicious.” 

 

ウ In the graph, in 2023, the percentage of “Frozen foods are 
delicious.” was higher than the percentage of “Frozen foods can 
save time and effort.” 

 
エ Satomi hopes that frozen foods will be more convenient and 

more delicious. 



 

 

 

１．文章や資料などを読むときに、どこが大事なところかを考えながら読んでいる。 

 

２．わからないことや知りたいことがあったとき、図書館資料やインターネットなどで調べている。 

※【参考】(R04) 授業で、図書館の資料やインターネットなどで調べる活動がある。 

 

３．授業中、思考ツールを使うなどして、自分の考えを整理したりまとめたりする場面がある。 

 

４．授業中、PC・タブレットを使って、学級の友だちと意見を交換する場面はどれくらいありますか。 

 

５．家で、自分の苦手なところ、必要なところを考えて勉強している。 

  ※【参考】(R04) 自ら課題を見つけて、家で勉強をしている。 

 

６．あなたの学級は、違った考えや意見を受け入れる雰囲気がある。 

  ※【参考】(R04) 授業中、間違っても笑われない。 
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R06 大阪府

R06 高槻市

R05 高槻市

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる 3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない その他 無回答
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1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる 3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R06 大阪府

R06 高槻市

R05 高槻市

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる 3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R06 大阪府

R06 高槻市

R05 高槻市

1.ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.月１回より少ない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R06 大阪府

R06 高槻市

R05 高槻市

R04 高槻市

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる 3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R06 大阪府

R06 高槻市

R05 高槻市

R04 高槻市

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる 3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない その他 無回答

生徒に対するアンケートの結果 

令和６年度中学生チャレンジテスト（３年生） 

※グラフは、同一学年の変容を表しています。R04（１年次）、R05（２年次）、R06（３年次） 



７．学校などで、他の人と協力し合うことができる。 

※【参考】(R04) 授業中、自分の考えや意見を伝える場面がある。 

 

８．難しいことがあっても、あきらめない。 

 

９．テレビや新聞、インターネットで社会的な出来事に関するニュースを見ている。 

※【参考】(R04) テレビや新聞、インターネットなどのニュースを見る。 

 

１０．普段（月曜日から日曜日）、１日平均どれくらいの時間、本（教科書は除く）を読みますか。 

 

１１．普段（月曜日から日曜日）、１日平均どれくらいの時間、学習以外（ゲームやSNSなど）に 

スマートフォンやタブレットを使っていますか。 

   ※【参考】(R04)普段（月曜日から金曜日）、一日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンを使いますか。 

 

 

【生徒に対するアンケートの結果について】 

設問１、５については、学年とともに強肯定（１．当てはまる）の回答に増加傾向が見られ、学習する内容

に対して、苦手なところや必要なところを考えて勉強するようになっていると考えられます。一方で、設問２、

９については減少傾向となっております。授業や様々な取組を通して、日常生活や社会的な出来事に対して疑

問を持ち、自ら調べたり探究したりしていくような機会を取り入れていくことが重要です。引き続き、学習指

導要領が示す資質・能力をバランスよく育むため、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を進め

てまいります。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R06 大阪府

R06 高槻市

R05 高槻市

R04 高槻市

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる 3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R06 大阪府

R06 高槻市

R05 高槻市

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる 3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R06 大阪府

R06 高槻市

R05 高槻市

R04 高槻市

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる 3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R06 大阪府

R06 高槻市

R05 高槻市

1.２時間以上 2.１時間以上、２時間より少ない 3.３０分以上、１時間より少ない 4.１０分以上、３０分より少ない
5.１０分より少ない 6.全くしない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R06 大阪府

R06 高槻市

R05 高槻市

R04 高槻市

1.４時間以上 2.３時間以上、４時間より少ない 3.２時間以上、３時間より少ない

4.１時間以上、２時間より少ない 5.３０分以上、１時間より少ない 6.３０分より少ない

7.スマートフォンやタブレットを持っていない その他 無回答


